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第 149南極特別保護地区管理計画  

サウスシェトランド諸島のリビングストン島のシレフ岬及びサンテルモ島  

 

序説  

南極特別保護地区シレフ岬 (62°27 '30"S, 60°47'17"W)はサウスシェトランド諸

島リビングストン島の北海岸に位置し、面積は約 9.7 km
2である。本地区が指定

された主な理由はその生物相を保護するためであり、特に、大型で多様な海鳥

と鰭脚類個体群は長期モニタリングの対象となっている。オキアミ漁はこれらの種

の採餌範囲内で行われている。従ってシレフ岬生態系モニタリングにとって重要

なサイトであり、南極の海洋生物資源の保存に関する委員会 (Convention on 

the Conservation of Antarctic Marine Living Resources,  CCAMLR)の目的に

も寄与している。南極半島地域におけるナンキョクオットセイArctocephalus 

gazellaの繁殖コロニーがこの地域にあり、繁殖、個体数、食料について調査され

ている最南のコロニーである。この地区で見つかった花粉相は科学的価値が高

い。また本地区は歴史的、考古学的価値のある19世紀のアザラシ猟に関係する

さまざまな物品が見つかっている。本地区は当初、チリとアメリカの提案に従って、

勧告 IV-11 (1966, 第 11特別保護地区 ,  Specially Protected Area,  SPA)により

指定された。本地区は、勧告XV-7 (1989)で第 32特別科学的関心地区として再

指定された。本地区はまた、CCAMLR保護措置 82/XIII (1994)によりCCAMLR

生態系モニタリングプログラム第２サイトとして指定され、保護措置 (CM) 91/02 

(2004)により保護が行われ、境界線は措置 2(2005)によって、より広範囲な海域

と植物化石サイトを含むよう延長された。保護措置 91/02 は2009年 11月に失効

し、シレフ岬の保護は第 149南極特別保護地区（CCAMLR科学委員会 ,  

Science Committee to the Commission of Antarctic Marine Living Resources 

(SC-CAMLR-XXVIII,  附属書 4, 第 5.29項）として継続している。本管理計画

は措置 7(2005)により改訂されたものである。  

本地区は、南極環境領域分析（決議 3、2008）に定義する通り、「環境 E - 南

極半島のアレクサンダー諸島」および「環境G - 南極半島沿岸諸島」に分類さ

れている。南極保護生物地理区（Antarctic Conservation Biogeographic 

Regions,  ACBR）の分類（決議 6、2012）では、本地区はACBR3、南極半島北

西部に分類されている。  

 

1. 保護を必要とする価値の記述  

シレフ岬 (60°47 '17" W, 62°27 '30" S,  およそ3.1 km
2からなる半島 )、リビングス

トン島、サウスシェトランド諸島は、当初勧告 IV-11 (1966)により第 11特別保護地

区として指定された。サウスシェトランド諸島で行われた最初のアシカ亜目センサ

ス結果から(Aguayo and Torres,  1966)、チリがこのサイトを特別に保護する必要

性を唱えた。特別保護地区としての公式な提案はアメリカが行った。本地区はリ

ビングストン島にある氷冠の端の北側、シレフ岬の無氷地帯を含む。当初の指定

では保護する価値として植物と動物の多様性が挙げられ、それには多くの無脊

椎動物、相当数のミナミゾウアザラシMirounga leonina、ナンキョクオットセイ

Arctocephalus gazellaの小さなコロニーを含む。  

指定後は、シレフ岬のナンキョクオットセイコロニーのサイズが増加し、生物学

的研究がコロニーの成長を妨げることなく行えるようになった。サウスシェトランド
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諸島と南極半島の調査から、シレフ岬 −サンテルモ島のナンキョクオットセイコロニ

ーが、サウスシェトランド諸島における漁業による影響を受ける可能性が高く最も

モニタリングに適しているとされた。モニタリングプログラムを考慮し、南極保護地

区はチリ、イギリス、アメリカの共同提案に従って勧告XV-7 (1989)により第 32特

別科学的関心地区 (SSSI)として再指定された。指定の理由は、「ナンキョクオット

セイとペンギンコロニーの両方が存在し、それらの採餌範囲にオキアミ漁が行わ

れており、南極の海洋生物資源の保存に関する委員会 (Convention on the 

Conservation of Antarctic Marine Living Resources,  CCAMLR)の目的に沿っ

て生態系モニタリングネットワークへ含めることが重要である。指定の目的は計画

された研究とモニタリングを可能にし、できる限り他の活動が研究やモニタリング

プログラムを干渉したり自然環境を改変させたりしないようにすることである」とされ

ている。境界線はサンテルモ島を含むように範囲を広げ近隣の小島を含む。チリ

とアメリカによって準備された提案に従って、本地区は、CCAMLR保護措置

82/XIII (1994)により、CCAMLR生態系モニタリングプログラム第２サイトとして第

32特別科学的関心地区と同じ境界線を用いて指定された。CCAMLR生態系モ

ニタリングプログラム下ではシレフ岬の保護は保護措置 91/02 (2004)により行わ

れている。  

本地区の境界線は措置 2 (2005)によってさらに拡大され、より広い海域と、

2001年に発見された２つの新しい植物化石のサイトを含む形となった（地図 1、

２）。指定された地区 (9.7 km
2
)は、リビングストン島永久氷冠の北側にあるシレフ

岬全体と、2001年に発見された化石を含む隣接するリビングストン永久氷冠、サ

ンテルモ島群、シレフ岬半島海岸から100m間の海域とサンテルモ島群周辺の

小島を含む。境界線はサンテルモ島群からマーキュリー断崖南まで延びる。  

保護措置 91-02は2009年 11月に失効し、シレフ岬の保護は第 149南極特別

保護地区管理計画の下継続された (SC-CCAMLR-XXVIII,  措置 4, 5.29項 )。

その変更の目的はCCAMLRと南極環境保護議定書の保護を一致させ、管理

要件と手順が重複しないようにすることであった。  

現在の管理計画は、本地区の大型で多様な海鳥と鰭脚類の個体群、特にナ

ンキョクオットセイコロニーについての非常に特別な科学的価値、モニタリングの

価値を再確認したものである。ナンキョクオットセイコロニーは南極半島地域で最

大であり成長、生存、食料、繁殖パラメータを研究する上で十分なサイズを有す

る最南のコロニーである。その数は2002年ではおよそ21,000頭であった

(Hucke-Gaete et al .  2004)。ナンキョクオットセイのモニタリングは1965年に始まり

(Aguayo and Torres 1966, 1967)、季節ごとのデータは1991年から入手可能で、

最長のナンキョクオットセイモニタリングプログラムの一つとなっている。このモニタ

リングは、CCAMLR生態系モニタリングプログラム (CEMP)の一部として、対象の

ナンキョクオキアミEuphausia superbaや鰭脚類、海鳥などに漁業が及ぼす悪影

響を探知・防止するために設定された。本地区での長期的研究は、本地区で繁

殖する鰭脚類と海鳥の生存、摂餌生態、成長、状態、繁殖、行動、個体群動

態諸率と個体数の評価とモニタリングを行っている。これらの研究データは、漁業

と鰭脚類や海鳥個体群との因果関係を特定するため、環境と他の生物学的デ

ータ、漁業統計などと評価される。  

2001年から2002年の調査において、リビングストン島氷河の氷堆積の中にあ

る岩石にメガフローラの型が発見された (Palma-Heldt et al.  2004, 2007) (地図
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2)。化石を含む岩石には２つの異なった花粉群集があり、異なった時期と気候

状況を示している。これらは南極大陸とゴンドワナ大陸の地質学的歴史について

の研究の一部となっている。微生物研究は2009年から2010年の本地区で行わ

れ、微細環境が微生物多様性と代謝能に与える影響を評価している (INACH 

2010)。  

保護地区の本来の価値とされた植物と無脊椎動物群集については、データ

不足のため、本地区の特別保護の対象とする主な理由として立証できてはいな

い。  

本地区には1958年前の大量の人工遺物が含まれている。1819年ドレーク海

峡で沈んだスペインの船サンテルモの事故で死亡した人々を追悼する岩のケル

ン（第 59HSM）が本地区にある。本地区には19世紀のアザラシ猟船の残骸もみ

られる。  

 

２．目的  

シレフ岬の管理は以下を目的とする。  

・人間による不要なかく乱を防止することにより、本地区の価値の低下およびそ

の危険性を避けること  

・CEMPの研究やモニタリング活動に損害を与えたり、干渉したりする活動を防止

すること  

・CEMPに関連する生態学や物理環境についての本地区における科学的調査

を可能とすること  

・他の地域では結果を得られないというやむを得ない理由がある場合に、上記以

外の科学的調査を可能とし、それらが本地区の価値に外を与えないようにするこ

と  

・人工遺物に対する考古学的、歴史学的調査と保護措置を可能にし、不必要

な破壊、干渉、除去からからこれらの物品を保護すること  

・外来植物、動物、微生物が本地区へ侵入する可能性を最小限にすること  

・管理計画の目的達成に必要な維持管理のための立ち入りを可能とすること  

 

３．管理活動  

本地区の価値を保護するために以下の管理活動を行う。  

・以下の隣接したすべての研究施設及びフィールド基地で、地区の地図を含め

た管理計画のコピーが入手可能となるよう取り計らう  

1.  シレフ岬の宿泊施設  

2.  リビングストン島、ハード半島、スウェティ・クリメントオフリドスキー基地（ブルガ

リア）  

3.  グリニッチ島、ディスカバリー湾／チリ湾、アルトゥーロプラット基地（チリ）  

4.  リビングストン島、ハード半島、ファンカルロス I世基地（スペイン）  

5.  キング・ジョージ島、フィルデス半島、フリオ・エスクデーロ基地（チリ）  

6.  キング・ジョージ島、フィルデス半島、エドゥアルド・フレイ基地（チリ）  

・不注意な立ち入りを防ぐため、本地区の位置と境界線を示し、立ち入り制限を

明確に表記した標識をシレフ岬モドゥーロ浜に設置すること  

・科学的あるいは維持管理の目的で本地区内に立てられたマーカー、標識及び

建造物を良好な状態に維持する  
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・本地区での国家南極プログラムの実施はすべての新しいマーカー、標識及び

建造物の記録をとること  

・本地区が指定の目的に合い、管理手順が適切であることを評価するための査

察を必要に応じて行う（５年に１回以上）  

・本地域で行われる国家南極プログラムに際しては協議により上記の対策が確

実に実施されるよう取り計らうこと  

 

４ .  指定期間  

指定期間は無期限とする。  

 

５ .  写真及び地図  

地図１：リビングストン島に対する第 149南極特別保護地区シレフ岬とサンテルモ

島。ファンカルロスI世基地（スペイン）、スウェティ・クリメントオフリドスキー基地（ブ

ルガリア）、またリビングストン島にある近傍の保護地区である第 126南極特別保

護地区バイヤー半島の位置をリビングストン島上に示す。  

図法：  

投影法：ランベルト等角円錐図法  

基準緯線：第一基準緯線  60°00 ' S；第二基準緯線  64°00 ' S  

中央経線：60°45 ' W 

原点緯度：62°00 ' S  

測地系：WGS84 

水平精度：< ±200 m 

等深線間隔：50 m と200 m 

等高線精度：不明  

データ：地形はSCAR南極デジタルデータベースv. 6 (2012)、等深線は南極マリ

ンリビングリソースプログラム（NOAA、アメリカ、2002）およびIBCSO(v1.0 2013) 

(http://ibcso.org)による。  

挿入図：サウスシェトランド諸島と南極半島における地図１の位置  

地図２：第 149南極特別保護地区シレフ岬とサンテルモ島の保護地域境界線と

立ち入りガイドライン。図法は地図１と同じ。ただし等高線間隔は10 mで水平精

度は±5 m以上。データはInstituto Antártico Chileno (INACH) (2002)によるデ

ジタルデータ(Torres et al.  2001)を使用、ただし小型船舶揚陸地点はM. 

Goebel（2015年 12月）による。  

地図３：第 149南極特別保護地区シレフ岬で繁殖する野生生物と人間の活動

形跡。図法及びデータソースは地図２と同じ。ただし等高線間隔は5 m。アザラシ

追跡受信基地と歴史遺物・記念碑（HSM）はD. Krause（2015年 12月）による。

歩行経路と動物相はM. Goebel・D. によりアップデートされた INACH（2015年 12

月）による。  

 

6. 本地区の記述  

6(i) 地理的座標、境界マーカーおよび自然の特徴  

境界線と座標  

シレフ岬 (60°47 '17" W, 62°27 '30" S)はサウスシェトランド諸島で２番目に大きいリ

ビングストン島の北海岸、バークレー湾とヒーロー湾の間に位置する（地図１）。こ
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の岬は、丘陵性の起伏がある無氷半島低地の北端にある。半島の西側にはシ

レフ入り江、東側にはブラックポイント、南にはリビングストン島の永久氷冠がある。

半島の面積はおよそ3.1 km
2で、北から南へ2.6 km、東から西への距離は0.5 km

から1.5 kmの幅がある。半島の内陸部は一連の隆起海岸と曲線状で急傾斜の

丘陵地からなり、半島の北側中心部に最も高いトキ丘 (82 m)を有する。西海岸

は10 〜15 mの高さの崖が連続的に存在する。一方で、東海岸は大量の砂と砂

利の海岸を有する。  

シレフ岬半島のおよそ1200 m西の、低地の岩石からなる小島の一群がシレフ入

り江の西の一帯を形成している。サンテルモ島はその中で一番最大で長さ950m、

幅 200m、面積はおよそ0.1 km
2である。サンテルモ島の南東の海岸は砂と小石

からなり、北の砂のビーチとは、二つの歪んだ崖と細い小石の海岸で仕切られて

いる。  

指定地域は、リビングストン島永久氷冠の北にあるシレフ岬全体、サンテルモ

島群、周辺とそれらの間の海域からなる（地図２）。海域の境界線はシレフ岬の

海岸とサンテルモ島群から100 mの位置に、海岸線と平行に延びている。北側

境界線は、海域のシレフ岬の北西先端からサンテルモ島群まで南西に1.4km延

び、シレフ入り江の間にある海域を含んだ形になっている。西側の境界線は、

62°28 ' Sから南に1.8km、62°29 ' S近くに位置する小さな島まで延び、この小島の

西側の海岸を周り、さらに1.2km南東のリビングストン島海岸 62°29 '30" S地点

（マーキュリー断崖の南およそ300m）まで延びる。南の境界線はこの海岸上の地

点から60°49 ' Wまでおよそ300m真東に延び、そこから北東方向に海岸と平行に

およそ2km、氷床周辺の60°47 ' W地点に至る。南側境界線はその地点から真

東に東海岸まで延びる。東側境界線は海上で、海岸線から100m東の位置に海

岸線に沿っている。境界線は9.7km
2の面積を囲む（地図２）。  

 

気候  

シレフ岬の気候データはチリとアメリカの科学者によって長年取得されており、現

在はシレフ岬フィールド基地建物にある装置で記録されている。近年シレフ岬の

夏季（2005〜2006年、2009年〜2010年の11月~2月）の平均気温は1.84ºC (米

国によるAMLRプログラムデータ ,  2005-2010)、同機関の最高気温は19.9ºCで

最低気温は-8.1ºCであった。平均風速は5.36 m/秒で、最大風速 20.1 m/秒に達

した。データ取得期間の風向は主に西からで、次に西北西と東北東が多い。最

近の２回の冬季の気候データからは、2007年 6月〜8月の日平均気温は -6.7ºC、

最低気温 -20.6ºC、最高気温 +0.9ºCであり、2009年 6月〜8月の日平均気温は

-5.8ºC、最低気温 -15.2ºC、最高気温 +1.9ºCであった。  

夏季 (1998〜2001年の12月 21日  –  2月 24日 )の降水量は56.0 mm(2000〜

2001年の36日 )から59.6 mm(1998〜1999年の43日 )の変動がある (Goebel et al .  

2000; 2001)。半島は一年のほとんどが雪で覆われているが、夏季終了までには

雪はほぼなくなる。  

 

地質、地形及び土壌  

シレフ岬はおよそ450mの厚さの斑状玄武岩溶岩と尐量の溶岩性角礫岩からな

る(Smellie et al .  1996)。シレフ岬の岩石は折り開いた形に変形し、北西 ~南東

の方向と、多くの岩脈に貫入された表面のほぼ垂直な軸に沿って流れている。シ
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レフ岬の南側から得られた岩石のサンプルは新鮮な橄欖石玄武岩と同定され、

斜長石、単斜輝石、不透明の酸化物の石基はおよそ4%の橄欖石と10%の斜長

石斑晶で構成されていた。シレフ岬の岩石サンプルは、K-Ar年代推定によると

後期白亜紀のものであり、最低 90.2± 5.6年（単位：100万年）は経ている

(Smellie et al .  1996)。シレフ岬の火山活動は比較的新鮮な玄武岩群と安山岩

溶岩の一部を形成し、リビングストン島の東側〜中央を覆うが、これはバイヤー半

島で見つかった玄武岩と類似している。  

シレフ岬半島の大部分は海抜 46〜53mの隆起海底である (Bonner and Smith 

1985)。岩盤は主に風化した岩石と氷河堆積物で覆われている。水により摩滅し

た丸い小石に覆われた２つの低い基盤がおよそ基準海面 7〜9m上と12〜15m上

にある(Hobbs 1968)。  

シレフ岬の土壌についてはほとんど情報がない。それらは主に微粒で多孔質

の灰とスコリアである。土壌上にはわずかな植生があり、地区に生息する鳥類とオ

ットセイにより栄養化されている。  

 

古生物  

化石化したナンヨウスギ科に属する種 (Araucarioxylon  sp.)の標本がシレフ岬で

記録されている (Torres,  1993)。20km南西にある、化石化した植物相と動物相

が豊富なバイヤー半島（第 126南極特別保護地区）で見つかった化石と類似し

ている。いくつかの化石標本はシレフ岬の北端で見つかっている。2001〜2002

年、２つの年代にわたる化石を含んだ岩石が、リビングストン島の永久氷冠前面

と側面の氷堆石で発見された（地図２）。氷堆石で見つかった花粉様体の研究

から、２つの花粉群集が識別され、任意にAタイプ、Bタイプと名付けられた

(Palma-Held et al .  2004, 2007)。Aタイプはシダ植物、主にヘゴ科、ウラジロ科、

Podocarpidites 属の種が中心で、Myrtaceidites eugenioidesと葉上菌類の胞

子を含む。この群集は白亜紀初期の温暖で多湿な環境を示すと考えられている

(Palma-Heldt et al .  2007)。Bタイプの群集は亜南極植物相である

Nothofagidites属、Araucariacites australis、Podocarpidites otagoensis、  P. 

marwickii、Proteacidites parvus、葉上菌類の胞子を含み、寒冷な温帯湿潤気

候を示すと考えられている(Palma-Heldt et al .  2007)。この群集の年代は後期白

亜紀から古第三世紀と推定されている (Palma-Heldt et al .  2004; Leppe et al .  

2003)。シレフ岬では、花粉研究がゴンドワナの南太平洋周辺の進化を調べるた

めに行われ、南極大陸における中生代から新生代の進化モデルを発展させた。

リビングストン島永久氷冠のさらなる退氷により他の化石が発見される可能性が

あるとされている (D. Torres,  A. Aguayo, J.  Acevedo, 私信、2010)。  

 

河川及び湖沼  

シレフ岬には永久湖が一つ、トキ丘の北の麓に存在する（地図３）。最大時水深

は2~3m、長さ12mであるが、2月の後は縮小する (Torres 1995)。コケ類が繁殖す

る土手が周りを囲んでいる。半島には特に1月から2月に、雪解けにより一時的に

いくつかの沼や川が発生する。最も長い河川は南西の傾斜をヤマナ浜の海岸ま

で流れる。  

 

植生と無脊椎動物  
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シレフ岬での植生群集について比較調査は未だ行われてはいないが、シレフ岬

はサウスシェトランド諸島の多くの他のサイトよりも植生が発達していないようであ

る。これまでの観察からは、１種の草本、１種の地衣類、１種の菌類と好窒素微

細藻類が記録されている(Torres 1995)。  

ナンキョクコメススキDeschampsia antarcticaのパッチがいくつかの谷で見つかっ

ておりしばしば蘚類と同所で生育している。蘚類は主に海岸から内陸よりで見つ

かっている。ハーフムーン浜から北西に延びる谷では適度に成長した水生蘚類

カーペット（Warnstorfia laculosa =Calliergidium austro-stramineum  

=Calliergon sarmentosum）がある(Bonner 1989, in Heap 1994)。より排水される

場所ではSanionia uncinata (=Drepanocladus uncinatus )やミヤマスギゴケ

Polytrichastrum alpinum (=Polytrichum alpinum )がみられる。隆起海岸といく

つかの標高が高い台地では、広域のナンキョクカワノリPrasiola crispaの群落が

みられ、動物の排泄物によって富栄養化されている地域の特徴となっており、オ

ットセイにより損傷を受けた蘚類と地衣類の群集と置き換わっている (Bonner 

1989, in Heap 1994)。  

シレフ岬で確認された地衣類６種はCaloplaca属の種、Umbilicaria 

antarctica、Usnea antarctica、  U.fasciata、Xanthoria candelaria及びアカサ

ビゴケX. elegansである。低木状の種Umbilicaria antarctica、Usnea antarctica

及びU.fasciataは崖の表面と険しい岩石の上端に高密度で生育している

(Bonner 1989, in Heap 1994)。明るい黄色またはオレンジの固着性地衣類

Caloplaca spp, Xanthoria candelariaとアカサビゴケX. elegansは鳥類コロニー

の下で一般的にみられ、低木状の種と同所に存在している。記録された菌類の

１種についての種名等は不明である。  

シレフ岬の無脊椎動物相は未だ記録されていない。  

 

微生物生態  

2010年の1月 11~21日にシレフ岬の微生物生態学フィールド研究が行われ、結

果はキング・ジョージ島フィルズ半島に生育するバクテリア群集と比較された。こ

の研究はシレフ岬とフィルズ半島の異なった微細環境下でのバクテリア群集の代

謝能と多様性を調べることを目的としている (INACH, 2010)。  

 

繁殖鳥類  

シレフ岬の鳥類相は多様であり、地区内で繁殖する種が10種、繁殖しない種が

数種いることが知られている。ヒゲペンギンPygoscelis antarcticaとジェンツーペン

ギンP. papuaが本地区で繁殖し、アデリーペンギンP. adeliaeは、地域に広範囲

に生息するが、シレフ岬やサンテルモ島での繁殖は観察されていない。ヒゲペン

ギンとジェンツーペンギンはシレフ岬の北東と北西の海岸に小さなコロニーが存

在する（地図３）。ヒゲペンギンとジェンツーペンギンコロニーについてのデータは

1996~1997年から毎年夏に取得されており、繁殖成功、個体数、食料、採餌、

潜水行動について調べられている (e.g.  Hinke et al .  2007; Pietrzak et al .  2009; 

Polito et al. 2015)。2009~2010年のシーズンでは越冬行動を研究するため、ヒゲ

ペンギンとジェンツーペンギンには衛星発信器のタグがつけられた。  

ペンギン個体数について得られたデータを表１に示す。2015~2016年のシーズ

ンでは19の繁殖サブコロニーがシレフ岬に存在し、サブコロニーの数とそれらの構
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成は年毎に変動があったが、合計 655羽のジェンツーペンギンと3302羽のヒゲペ

ンギンが確認された (米国AMLR未公表データ )。1990年代後半から2004年まで、

ヒゲペンギンの数が有意に減尐したが、ジェンツーペンギンの個体数変化は検出

されていない(Hinke et al .  2007)。2007~2008年のシーズンでは、ヒゲペンギン個

体数の減尐は継続し、両種の巣数は11年間で最小となった。これは気候が悪

条件だったためである (Chisholm et al .  2008; Miller and Trivelpiece 2008)。

2008~2009年では、個体数と繁殖成功はジェンツーペンギンとヒゲペンギン両方

で前シーズンより有意に増加したが、ヒゲペンギンの巣数はそのサイトでの平均を

30%下回った(Pietrzak et al .  2009)。シレフ岬でのヒゲペンギンとジェンツーペン

ギン個体群の傾向が異なることは、冬季にヒゲペンギンの幼鳥死亡率が高いた

めと考えられる(Hinke et  al .  2007) 。また、ジェンツーペンギンは採餌パターンの

順応性が高い(Miller et al.  2009)。  

一般的にヒゲペンギンはシレフ岬の高い断崖に巣を作り、また、海岸近くの小

さな岬の上で繁殖することも確認されている。ジェンツーペンギンはより緩やかな

傾斜と曲線状の岬部分で繁殖する傾向がある。雛の育成期間の間、両種の採

餌は大陸地域のシレフ岬からおよそ20~30km沖合で行われる (Miller and 

Trivelpiece 2007)。2010~2011年のシーズン、2012~2013年のシーズンでは、ペ

ンギンの数の推定を支援するため無人機による空撮のテストが実施された

(Goebel et al.  2015)。  

本地区では、他のいくつかの種も繁殖活動を行っている（地図３）。ただし個体

数データはまばらである。ミナミオオセグロカモメLarus domincanusとCatharacta 

loennbergiは海岸線全体に渡って数多くの巣を作る。2000年には、それぞれ25

と22の繁殖ペア数が確認されている (AMLR, 私信、  2000)。2007~2008年には

24のトウゾクカモメペアがシレフ岬とプンタオエステで確認され、そのうち23ペアは

Catharacta loennbergiで、残りの1ペアはオオトウゾクカモメとCatharacta 

loennbergiとの雑種であった。2006~2007年は、シレフ岬ではミナミオオセグロカ

モメの巣は56個確認された。近年のシレフ岬周辺でのトウゾクカモメとミナミオオ

セグロカモメの繁殖成功は、夏季に定期的にモニタリングされている (Chisholm 

et al .  2008; Pietrzak et al .  2009)。  

サヤハシチドリChionis albaの巣は２カ所で確認されている；一つめはシレフ岬

半島の西側海岸上、２つめはナンキョクオットセイ繁殖サイト近くのサンテルモ島

北側海岸の岩石の間にある(Torres,  私信、2002)。ナンキョクアジサシSterna 

vittataはいくつかの地点で繁殖し、年毎にその場所は異なる。1990~1991年は、

およそ11ペアからなるPhalacrocorax  [atriceps] bransfieldensisの小さなコロニー

が半島の西側海岸にあるエコ岩の上で繁殖しているのが観察された (Torres,  

1995)。マダラフルマカモメDaption capenseは本地区の西側海岸の断崖で繁殖

している（1993年には14ペア、1994年 1月には9ペア、1995年の1月には3ペア、

1999年には8ペア）。アシナガウミツバメOceanites oceanicusもまた本地区の西側

海岸で繁殖をしている。クロハラウミツバメFregetta tropicaは東側海岸のフィー

ルドキャンプ近くで繁殖しているのが観察された。多数のオオフルマカモメ

Macronectes giganteusが夏季に本地区をしばしば訪れるが繁殖はしておらず、

半島の繁殖コロニーについてのレポート (Bonner 1989, in Heap 1994)には誤りが

ある(Torres,  私信、2002)。マカロニペンギンEudyptes chrysolophus、キングペン

ギンAptenodytes patagonicus、コウテイペンギンAptenodytes forsteri、シロフル
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マカモメPagadroma nivea、コシジロウズラシギCalidris fuscicollis、クロエリハク

チョウCygnus melanocoryphus、アマサギBubulcus ibisなど他の鳥類種も記録さ

れているが本地区で繁殖は確認されていない (Torres 1995; Olavarría et al.  

1999)。シレフ岬近くで採餌の記録がある鳥類種はマユグロアホウドリ

Thalassarche melanophrisとハイガシラアホウドリT. chrysostomaであるが、両種

とも本地区内では記録はされていない (Cox et al .  2009)。  
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表 1: シレフ岬におけるヒゲペンギンPygoscelis antarcticaとジェンツーペンギンP. papuaの個体数  

年  ヒゲペンギン（ペア）  ジェンツーペンギン（ペア）  出典  

1958  2000 (N3
1
)   200-500 (N1

1
)   Croxall and Kirkwood, 1979  

1981  2164 (A4)  843 (A4)  Sallaberry and Schlatter,  1983 
2
 

1987  5200 (A3)  300 (N4)  Woehler,  1993  

1997  6907 (N1)  682 (N1)  Hucke-Gaete et al.  1997a  

1999-00  7744 (N1)  922 (N1)  AMLR data,  Carten et al.  2001  

2000-01  7212 (N1)  1043 (N1)  AMLR data,  Taft et al.  2001  

2001-02  6606  907  AMLR data,  Saxer et al .  2003  

2002-03  5868 (A3)  778 (A3)  AMLR data,  Shill  et al.  2003  

2003-04  5636 (N1)  751 (N1)  AMLR data,  Antolos et al.  2004  
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年  ヒゲペンギン（ペア）  ジェンツーペンギン（ペア）  出典  

2004-05  4907 (N1)  818 (N1)  AMLR data,  Miller et al.  2005  

2005-06  4849 (N1)  807 (N1)  AMLR data,  Leung et al.  2006  

2006-07  4544 (N1)  781 (N1)  AMLR data,  Orben et al.  2007  

2007-08  3032 (N1)  610 (N1)  AMLR data,  Chisholm et al.  2008  

2008-09  4026 (N1)  879 (N1)  AMLR data,  Pietrzak et al.  2009  

2009-10  4339 (N1)  802 (N1)  AMLR data,  Pietrzak et al.  2011  

2010-11  4127 (N1)  834 (N1)  AMLR data,  Mudge et al.  2014  

2011-12  4100 (N1)  829 (N1)  AMLR 未公表データ  

2012-13  4200 (N1)  853 (N1)  AMLR 未公表データ  

2013-14  3582 (N1)  839 (N1)  AMLR 未公表データ  
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年  ヒゲペンギン（ペア）  ジェンツーペンギン（ペア）  出典  

2014-15  3464 (N1)  721 (N1)  AMLR 未公表データ  

2014-15  3302 (N1)  655 (N1)  AMLR 未公表データ  

1.  英数字コードはWoehler (1993)による集計タイプ。  

2.  記録データは種別ではない。数値の高い方がヒゲペンギンと推察される。表のデータは当初個体数として記録されたものを二分してペア数として

算出した。
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繁殖ほ乳類  

シレフ岬（サンテルモ島を含む）は現在南極半島地域で、ナンキョクオットセイの

最も大きい繁殖コロニーを有す。ナンキョクオットセイはかつてサウスシェトランド諸

島で多数生息していたが、狩猟の対象となり1820年と1824年の間に地域個体

群の絶滅が起った。1958年 1月 14日に行われた観察では、幼獣を含む27頭が

記録された(Tufft 1958)。次のシーズンである1959年 1月 31日には、7頭のオス成

獣、1頭のメス、1頭のオスの幼獣、死亡した1頭のオスの幼獣からなるグループが

記録された(O’Gorman, 1961)。３日後に2頭目のメスが到着し、3月中旬までに

は32頭になった。2002年までには、シレフ岬（サンテルモ島を除く）に生息するナ

ンキョクオットセイの個体数は14,842頭（うち幼獣 6,453頭）まで増加したと推定さ

れ、全体（サンテルモ島を含む）の個体数は21,190頭（うち幼獣 8,577頭）と推定

された(Hucke-Gaete et al .  2004)。より最近のデータは発表されていない。しかし、

シレフ岬のナンキョクオットセイの現在の個体数は狩猟前の個体数よりも低い数

のままであり、当時の個体数まで回復するかどうかは不明である (Hucke-Gaete et 

al .  2004)。  

シレフ岬で繁殖するナンキョクオットセイは、半島の北半分の海岸線の周りに

集中している（地図３）。サンテルモ島では、繁殖は島の両端に行われており、幼

獣は主に中心部周辺でみられる (Torres 1995)。シレフ岬では1991年から、ナン

キョクオットセイの長期モニタリングが開始され、その主な目的は餌の入手可能性、

環境変動、及び人間の影響と繁殖成功との関係を調べることである (Osman et 

al .  2004)。研究者はナンキョクオットセイのコロニーについて、幼獣の生産、捕食

と成長、メスの仔育て行動、食料、潜水及び採餌などさまざまな観点から研究し

た(Goebel et al.  2014)。ナンキョクオットセイの移動元と推定される南ジョージア

に個体群からシレフ岬へ定着した個体の数を調べるため遺伝学的分析が行わ

れ、その結果遺伝的相違が大きいことが分かった。このことは残存種の個体数が

遺伝的多様性を失わずに回復可能であることを示唆している (Bonin et al.  

2013)。シレフ岬のナンキョクオットセイのコロニーはまた、鰭脚類にはまれである

双子の幼獣の遺伝学的分析を行うために用いられた (Bonin et al. 2012)。  

2010~2011年のシーズンでは、AMLRプログラムは幼獣生産が前年夏季より14%

減尐したと報告した (Goebel et al.  2014)。シレフ岬での幼獣生産は2007~2008

年と2008~2009年、2009~2010年、2010~2011年において特に低く、二桁の減

尐を示した。これはおそらく冬季の悪天候、および高齢のメスが増加したことによ

り生産率が低下し死亡率が増大したことによると考えられる (Goebel et al.2008, 

2009, 2011, 2014)。近年のシーズンでは地区のオットセイ幼獣成長率について、

性別、繁殖シーズン、母親の採餌と仔育てと関連させて研究を行っている

(Vargas et al .  2009, McDonald et al.  2012a, 2012b)。個体数変動の調査も実

施され、その結果、気候変化による影響の増加はあるものの、捕食による減尐と

いった影響が無ければナンキョクオットセイのコロニーはほぼ確実に増加すると考

えられる  (Schwarz et al.  2013)。  

東側にあるいくつかのビーチでは10月に尐数のミナミゾウアザラシが繁殖を行う

(AMLR, 私信、  2000; Torres,  私信、2002)。1999年の11月 2日には、コンドー

丘の南にある浜に幼獣 34頭が確認された (AMLR, 未発表 )。2008~2009年のシ

ーズンでは、シレフ岬では34頭の幼獣が産まれさらに6頭がシレフ岬とプンタオエ

ステの間にある砂の小さな一帯で産まれた (Goebel et al.  2009)。2010~2011年
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のシーズンでは、シレフ岬では31頭の幼獣が産まれた(Goebel et al.  2014)。  

繁殖個体でないミナミゾウアザラシのグループも存在し、はぐれた個体（主に幼獣）

もあちこちの浜でみられた。シレフ岬における2008~2009年のシーズン中のミナミ

ゾウアザラシの最大個体数は221頭であった(Goebel et al. 2014)。ミナミゾウアザ

ラシの採餌行動はタグをつけた個体の衛星追跡によって調べられ、水柱の物理

的特性と関連させて分析されている (Huckstadt et al .  2006; Goebel et al.  2009)。

アムンセン海のように遠くはなれた場所で採餌を行う個体や、南極半島真西

4700 kmまで移動する個体も観察された。  

ウェッデルアザラシ、ヒョウアザラシ、カニクイアザラシがシレフ岬で観察されてお

り、モニタリングプログラムの対象となっている (O 'Gorman 1961; Bengtson et al. 

1990; Oliva et al.  1988; Torres 1995; Goebel,  私信 2015)。2010~2011年のシ

ーズンでは、記録されたウェッデルアザラシの個体数は最大 48頭であり、ヒョウア

ザラシは19頭、カニクイアザラシは2頭であった(Goebel et al.  2014)。ヒョウアザラ

シがナンキョクオットセイ幼獣を捕食することが2001~2002年のモニタリングによっ

て観察され、2003~2004年にも記録された (Vera et al .  2004)。HDビデオカメラ、

GPS装置、タイムデプス・レコーダーにより、シレフ岬から移動するヒョウアザラシは

の採餌範囲や狩猟行動が観察されている(Krause et al.  2015)。ヒョウアザラシの

採餌行動と幼獣の生存についての観察から、毎年本地区で産まれたナンキョク

オットセイのうち半数までがヒョウアザラシに消費されている (Goebel et al.  2008, 

2009)。オットセイの幼獣、ペンギン、ヒョウアザラシは２種の底生魚を捕食すること

が分かっている (Krause et al.  in press)。シレフ岬では４つのオットセイ種から

DNAサンプルが頻繁に採取され、南西漁業科学センター（Southwest Fisheries 

Science Center）DNA保管庫に保管されている(Goebel et al.  2009)。

2009~2010年、2010~2011年、2011~2012年、2014~2015年のシーズンでは、ナ

ンキョクオットセイ、ウェッデルアザラシ、ヒョウアザラシの冬季の行動をモニターす

るため、研究者により記録用タグ付けが行われた(Goebel et al.  2014)。

2010~2011年、2012~2013年には無人空撮システム(UAS)による調査が実施さ

れ、これらアザラシの数と体長の推定に成功した (Goebel et al.  2015)。  

極端にまれな色のパターンを持つオットセイ幼獣が数多く記録されている。円

形に体毛がないまたは明るい色をしたナンキョクオットセイが初めて記録され、ア

ルビノのウェッデルアザラシがウェッデルアザラシ、ヒョウアザラシ、ロスアザラシ、カ

ニクイアザラシの中で初めてのアルビノ個体として確認された (Acevedo et al.  

2009a, 2009b)。2005年 12月には、シレフ岬のナンキョクオットセイ群の中にアナ

ンキョクオットセイのオスの成獣が観察された。これはアナンキョクオットセイの最も

近い繁殖コロニーから4000kmも離れた場所での記録であった (Torres et al. 

2012)。  

ザトウクジラMegaptera novaeangliaeは地区の北東近くの沖合で観察されて

いる(Cox et al.  2009)。  

 

海洋環境と生態系  

シレフ岬を囲む海底は、海岸から2~3 kmの地点で水深 50m、6~11kmの地点で

100mと、比較的穏やかな傾斜である（地図１）。比較的浅く広い海底の海嶺は

北西の方角におよそ24km広がり、大陸の端に至る地点で傾斜が急になる。海

嶺は幅 20kmで両側が峡谷となっており、その水深は300~400mである。潮間帯



） 

には大量の大型藻類が存在する。サウスシェトランド諸島の他の地域と同様ナン

キョクカサガイNacella concinnaが一般的である。  

シレフ岬から沖合は、サウスシェトランド諸島地域で、常にオキアミのバイオマスが

高い３つの地域のうちの１つである。ただし、オキアミ個体数は非常に変動がある

(Hewitt et al .  2004; Reiss et al .  2008)。空間的分布、個体数、密度、オキアミと

群れのサイズがシレフ岬海岸近くの地域で研究され、主に音響調査が行われ、

自律型無人潜水機 (Autonomous Underwater Vehicle,  AUV)が用いられること

もある(Reiss et al .  2008; Warren et al .  2005)。海岸近隣の環境音響調査から、

オキアミの量はシレフ岬の南から南東と２つの海底峡谷の周辺に多く、その周辺

は富栄養で生産性が高いと考えられている(Warren et al.  2006, 2007)。沿岸の

引き網からは、音響調査で確認された生物は主にオキアミ類、ナンキョクオキアミ

Euphausia superba、Thysanoessa macrura、Euphausia frigidaであり、毛顎類、

サルパ類、  siphonophores、 laval fish、ハダカイワシ科、端脚類が含まれている

可能性もある(Warren et al.  2007)。  

シレフ岬周辺の沿岸環境は本地区に生息するペンギンの主な採餌場所とし

て確認されている。特に、繁殖シーズンには、雛への餌の供給が採餌の範囲を

限定する(Cox et al .  2009)。オットセイとペンギンは特に若いうちは食料としてオ

キアミに強く依存している。捕食者の採餌範囲は商用のオキアミ漁と重なってい

ることが知られており、捕食者とオキアミの数の変化は気候変動とも関連がある。

従って、シレフ岬での研究は、オキアミの量と捕食者個体群及び繁殖成功をモ

ニタリングしており、生態系環境のばらつきと気候変動に加え、商業用オキアミ漁

が与える影響を評価している。  

数多くの海洋環境研究がシレフ岬沖合地域で行われ、その一部はAMLR調

査グリッド内で行われた。これらの研究は海洋環境を海洋物理学、環境状態、

プランクトンの分布と生産性、オキアミの分布とバイオマス、海鳥とほ乳類の分布

と密度など、さまざまな観点から調べている (AMLR 2008, 2009)。  

 

歴史  

1819年にサウスシェトランド諸島が発見された後、シレフ岬では集中的なアザラシ

猟が1820年と1824年に行われ、ナンキョクオットセイとミナミゾウアザラシの地域個

体群はほぼ絶滅した(Smith and Simpson 1987)。1821年の1月には60~75名の

イギリスアザラシ猟師がシレフ岬の浜で生活をし、1821~1822年のシーズンでは、

95,000頭の皮が得られた(O’Gorman 1963)。アザラシ猟師の仕事の痕跡は、尐

なくとも半島の北西にある１つの猟師小屋と、多くの浜で記録された居住の後か

ら伺える(D. Torres, A. Aquayo and J . Acevedo, 私信、  2010)。いくつかの湾の

海岸線は木材や破壊されたアザラシ漁船の一部が散らばっている。他のアザラ

シ猟の証拠としては、暖炉や瓶、木製の銛、手製の骨の彫像物などがある

(Torres and Aguayo 1993)。Fildes (1821)は、スペイン船サンテルモが行方不明

になった頃に、アザラシ猟師がそのスパーや錨をハーフムーン浜で発見したと記

録している。船はドレーク海峡 62°S辺りで1819年 9月 4日、644名の乗客とともに

難破した(Headland 1989; Pinochet de la Barra 1991)。これはおそらく南極大陸

で死亡した初の人々であり、この出来事は60°S以南で起った最大の死亡事故で

もある。シレフ岬半島の北西海岸に追悼のケルンが設置され、これは第 59南極

史跡記念物として指定されている（地図３）。  
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キャンプの残骸は現在のキャンプ施設の近くでみられる (Torres and Aguayo 

1993)。その地点で見つかった物品を記載した書類から、このキャンプは

1940~1950年代のロシアのものであったと考えられている。ただし未だ正確には

特定できていない。見つかった物品はアンテナの一部、電線、工具、長靴、くぎ、

電池、缶詰、石のピラミッドがついた木製の箱である。この箱の中にはロシア語で

のいくつかのメモが見つかっている (Torres 2007)。  

1985年の1月には人間の頭蓋骨がヤマナ浜で見つかっており (Torres 1992)、

これは若い女性のものと特定された (Constantinescu and Torres 1995)。1987年

1月には人間の大腿骨の一部がヤマナ浜近くの内陸部の地表で発見された。地

表の調査を続けたところ、その時点で他には何も見当たらなかった。しかし1991

年の1月、大腿骨の別の部分が上記 (1987)の近傍の箇所で見つかった。1993

年には、考古学的調査がこの地区で行われたが、上記以外の人間の痕跡は見

当たらなかった。上記の人間の放射性炭素年代はおよそ175years BPで、一人

の人間に由来するものと考えられている (Torres 1999)。  

 

人間活動及びその影響  

シレフ岬の近代の人間活動は主に科学的調査に限られている。過去 30年間、

サウスシェトランド諸島のナンキョクオットセイ個体数は増加し、地域個体群の存

続や成長を妨げることなくタグ付けや研究を行うことができるようになった。チリは

シレフ岬での研究を1965年から開始し(Aguayo and Torres 1966, 1967)、1982

年にはより集中的なプログラムが開始され、それには進行中 pinnipedのナンキョク

オットセイタグ付けプログラムも含まれる (Cattan et  al .  1982; Torres 1984; Oliva 

et al .  1987)。シレフ岬とサンテルモ島のアメリカの調査は1986~1987年からアシカ

亜目と海鳥について行われている (Bengtson et al .  1990)。  

シレフ岬でのCEMP研究は1980年代中頃からチリとアメリカの科学者によって

開始された。シレフ岬は1994年、CEMP長期モニタリングに影響する不可逆的な

損傷や干渉からサイトを保護するためにCEMPサイトとして指定された。CEMPの

一部として、摂餌生態、成長と環境、繁殖成功、行動、個体群動態、地区で繁

殖するアシカ亜目と海鳥の個体数の評価とモニタリングが長期間行われている。

これらの調査結果は環境データ、沖合のサンプリングデータ、漁業統計などを用

いて、オキアミ漁とアシカ亜目、海鳥の個体群との関係について可能性のある因

果関係を導くべく評価されている。  

1998~2001年の夏季にシレフ岬のナンキョクオットセイから得られた組織サンプ

ルにおいて、ブルセラとヘルペスの抗体が発見され、ブルセラ抗体はウェッデルア

ザラシの組織からも検出された (Blank et al .  1999; Blank et al .  2001a & b)。ナン

キョクオットセイ幼獣の病気による死亡率の研究は2003~2004年から開始された

(Torres and Valdenegro 2004)。シレフ岬のナンキョクオットセイのスワッブサンプ

ルから腸管病原性大腸菌 (EPEC)が検出され、33個体のうち2個体が病原体の

陽性反応を示した。これらの結果は南極の野生動物とアシカ亜目で初めての

EPECについての報告であるが、この病原体が南極の野生動物に与える影響は

未だ不明である (Hernandez et al .  2007)。  

シレフ岬でのプラスチックごみについてはTorres and Gajardo (1985)によって

初めて報告され、海の廃棄物を調べるため1992年から定期的にモニタリングが

行われている(Torres and Jorquera 1995)。廃棄物はこの地区では進行中の問
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題であり、これまで1.5トン以上の廃棄物がチリの科学者によって除去されている

(D. Torres,  A. Aquayo and J.  Acevedo, 私信、2010)。最近の調査では主にプ

ラスチックからなる多数の種類の物品や、船から廃棄Kelp gullされた野菜のごみ、

金属の石油ドラム缶、ライフル弾、アンテナなどが浜から見つかっている。例えば、

2000~2001年のシーズンでは、合計 1,774個の物品が見つかり、そのうちの98%

はプラスチック製で、残りはガラス、金属、紙であった。プラスチック製品のうち34%

は梱包用バンドであり、およそ589個見つかった。そのうちの40個は切られておら

ず、48個は輪っか状に結ばれていた。この調査でみつかった物品のうちいくつか

は油に浸ったもので、一部燃えた形跡のあるプラスチック製品も含まれる。シレフ

岬ではナンキョクオットセイが海の廃棄物にもつれているという報告がしばしばある

(Torres 1990; Hucke-Gaete et al .  1997c; Goebel et al.  2008, 2009)。これは主

に漁業用具で、ナイロンのひもや、網の一部、梱包用バンドなどである。  

1984~1997年の間では、20頭のナンキョクオットセイに上記のような「首輪」がつい

ていたと記録されている。プラスチックの繊維はサヤハシチドリ (Torres and 

Jorquera 1994)、ミナミオオセグロカモメ、ヒゲペンギンの巣でも見つかっている

(Torres and Jorquera 1992)。  

シレフ岬周辺の水域はオキアミ漁にとって重要な場所である。漁獲高データは

入手不可能であるが、漁業統計がCCAMLR Statistical Subarea 48.1として発

表され、その中に本地区のデータが含まれる。2008~2009年、副区域

(Subarea)48.1 では33,970トンのナンキョクオキアミEuphausia superbaが捕獲さ

れ、1999~2000年から2008~2009年の期間の平均は32,993トンであった

(CCAMLR 2010)。2010年 10月、副区域 48.1でのオキアミ漁は中止された。これ

は2009~2010年のシーズン（2009年 12月 1日から2010年 11月 30日）中の漁獲高

がその地区の年限界値 (155,000トン)の99.9%に達したためである。Krill  fishing 

generally occurred between December and August,  with the highest catches 

usually occurring between March and May.  

2012~2013年、2013~2014年、2014~2015年の漁獲高（データは暫定データ）

はそれぞれ153,830トン、146,191トン、153,946トンであった。漁場はいずれの年も

漁獲制限に従い閉じられている (CCAMLR 2015; 2015b)。近年のこの副区域で

のオキアミ漁はチリ、中国、ドイツ、日本、ノルウェー、ポーランド、ウクライナ、ウル

グアイ、アメリカ、バヌアツの各国が行っている。オキアミ漁は一般的に12月から8

月に行われ3月から5月に最も漁獲高が多い。他の魚類の漁獲高はそれに比べ

非常に尐なく、コオリカマスChampsocephalus gunnari、Nototheniops nybelini、

ブラックロックコッドNotothenia coriiceps、ヒカリエソ属の種Notolepis  spp、

Notothenia gibberifrons、Notothenia neglecta、Notothenia rossii、

Pseudochaenichthys georgianus、スイショウウオChaenocephalus aceratusなど

が含まれる(CCAMLR 2010)。  

 

6(ii)地区への立ち入り  

地区への立ち入りは小型船舶、航空機が可能であり、海氷の移動には車両、徒

歩が可能である。過去には、季節的な海氷は、サウスシェトランド地域では4月初

旬から始まり12月初旬まで残っていたが、近年では地域的な温暖化のため一年

中無氷であることもある。  

航空機での立ち入りは推奨されていない。11月 1日から3月 31日までの期間は
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各経路や発着場の利用が規制されている。この規制の詳細は下記 7(ii)を参照

のこと。ヘリコプターのアクセスゾーンは6(v)を参照。  

地区に近い停泊地は２カ所あり（地図２）；海岸から本地区に上陸する場合は、

小型船舶は下記 7(ii)記載のいずれかの地点を利用すること。海面高さは一般

に1～4mであり、シレフ岬浜辺近くまたは草地に向かって低くなっている (Warren 

et al.  2006, 2007)。  

海氷状態により、本地区への立ち入りは徒歩または車両を用いることができる。

しかし、車両の使用は、鳥類保護／緊急用小屋への補給の目的のためのモドゥ

ーロ浜とチリ／アメリカキャンプ施設の間の沿岸水域ならびに地図３記載のアクセ

ス経路によるアクセスの場合に限られる。  

 

6(iii)本地区の内部および付近にある建造物  

シレフ岬の東側海岸、コンドー丘の麓に半永久的に夏季限定の研究キャンプ場

が設置されている (62°28'12" S, 60°46'17" W)（地図３）。キャンプの建物は一年

中その地にある。2015年の時点で、シレフ岬フィールド基地（アメリカ）と呼ばれる

フィールドキャンプは、４つの小さな建物と１つの納屋から成る (Krause, 私信、

2015)。「ドクター・ギルレモ・マンフィッシャー」キャンプ（チリ）はアメリカの基地から

50 m離れたところにあり、2010年には、小屋、研究室、保管小屋、グラスファイバ

ー製のイグルー、納屋、風力発電機がある (Goebel,  私信、2010, D. Torres,  A. 

Aquayo and J . Acevedo, 私信、2010)。チリのグラスファイバー製イグルーは

1990~1991年に設置され、アメリカのキャンプは1996~1997年に設置された。保

管場所も存在し、季節毎に必要に応じテントが建てられる。2009~2010年、夏季

使用のためと冬季の保管のため、予備の格納用オフロードカー (ATV)車庫がア

メリカのキャンプに建設された。この地点は既存の基地がある範囲で、アザラシの

移動を妨げない場所が選択された。シレフ岬には、追加の訪問研究者の宿泊

用に「ウェザーポート」が備えられており、必要に応じアメリカの南側 10mの位置に

設置される。  

２つの自動気象観測装置がシレフ岬の建物の外側に備え付けられている。ア

ザラシ追跡研究用の遠隔受信装置が、マンサ湾南東のちいさな尾根にある箱

(90x60x100cm)に保管されている。  

アメリカとチリのキャンプ近くのモドゥーロ湾に境界線標識が設置されている。

標識には、本地区は保護地区であり立ち入りは禁じられているという表示がされ

ている。2015~2016年のシーズンでは、標識は修復を要する状態であり、

2016~2017年のシーズンに新しい標識が設置される予定である (Krause,  私信、

2015)。保護地区の境界線を示す標識は他にはない。  

ロシアのものであったと考えられるキャンプ場の残骸がチリとアメリカのキャンプ

場近くに存在する。半島の他の地域には19世紀のアザラシ猟の痕跡がまばらに

存在する(Smith and Simpson 1987; Torres 1993; Stehberg and Lucero 1996)。

ケルン（第 59歴史記念建造物）がガビオタ丘北西海岸にあり、1819年におきたサ

ンテルモの事故を追悼している（地図３）。1998~1999年には5x7mの鳥類観察小

屋／緊急避難小屋がアメリカの科学者によって、エンリケ丘の北の傾斜のバハモ

ンド浜の上に建てられ (62°27'41" S,  60°47 '28" W)、これはペンギンコロニーの近

くに位置する（地図３）。  
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6(iv)本地区の付近にあるその他の保護地区の位置  

シレフ岬から最も近傍の保護地区は、南西に20kmのバイヤー半島（第 126南極

特別保護地区）、南へ30kmのフォスター港（第 145南極特別保護地区、デセプ

ション島）とデセプション島の他の地域（第 140南極特別保護地区）、東へおよそ

30kmのグリニッチ島東のチリ湾（ディスカバリー湾）（第 144南極特別保護地区）、

である（地図１）。  

 

6(v)本地区の制限区域及び管理区域  

本地区の北と西の一帯が制限区域として指定されている。これは野生動物の密

度が高いためである。制限は、許可証によって認められていない限り、航空機の

立ち入りと2000フィート(~610m)以下での飛行を禁じている。制限区域は62°28 ' 

Sの北と（地図２）、60°48' Wの西、62°29 ' Sの北である。  

本地区にはヘリコプター立ち入り区域が設定されており（地図２）、航空機を用

いての本地区と指定の発着場への立ち入りの場合に使用される。ヘリコプター

立ち入り区域はリビングストン島の永久氷冠から北、1200m (~ 0.65 n.  mi.)半島

の尾根に沿ってセルクナム丘までの範囲を含む。ヘリコプター立ち入り区域はそ

こから東へ300m  (~0.15 n.  mi)、アンチョ通りの発着場Bまで広がり、さらに

400m (~0.23 n.  mi)東、ヘリコプター発着場近くのコンドー丘頂上までを含む。ヘ

リコプター立ち入り区域の南境界線は本地区の南側の境界線と同じである。  

 

７ .  許可証の条件  

7(i) 許可証発給の一般条件  

本地区への立ち入りは適切な国内当局から発給された許可証に従うものを除き

禁止されている。本地区への立ち入り許可証を発給する条件は次の通りである。  

・CEMPに関係する科学的調査、あるいは他のどの地域でも行うことができない

科学的、教育的、考古学的、歴史的目的のためであること  

・査察や検討評価といった計画の目的に沿った基本的な維持管理のためである

こと  

・許可される活動は本地区の生態的、科学的、教育的、考古学的、歴史的価

値に危害を与えないものであること  

・いかなる管理活動も管理計画の目的に合うものであること  

・許可された活動は管理計画に沿ったものであること  

・許可証あるいはそのコピーを本地区内で携帯すること  

・許可証に記載された当局に訪問報告書を提出すること  

・許可証は期限つきで発給されること  

 

7(ii)  本地区への出入りおよび地区内での移動方法  

本地区への立ち入りは小型船舶、ヘリコプター、徒歩及び車両とする。本地区

に立ち入る者は、許可証による許可の無い限り、上陸地点近辺から移動しては

ならない。  

 

船舶による立ち入り  

小型船舶による立ち入りは次の地点のいずれかにおいて行うこと（地図２）：  

 1. 半島の東海岸、エルモドゥーロ浜、キャンプ施設の300 m北で深い流
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れがあり、立ち入りがしやすい場所である  

 2. 半島の東側海岸に位置するハーフムーン浜の北端  

 3. 西側海岸ヤマナ浜の北端（満潮時のみ適している）  

 4. 鳥類保護／緊急用小屋近くのアルカザル浜の北岸  

 5. サンテルモ島の北側の浜の南端  

 

小型船舶は地区の他の地点でも立ち入ることができるが、許可証による内容に

沿っていなければならない。地区に近い停泊地は２カ所ある；メインキャンプ施設

の1600m北東と、サンテルモ島 800m 北である（地図２）。訪問者はできる限りア

シカ亜目や海鳥のコロニーが存在する場所または海岸をさけて上陸を行うこと。  

 

航空機による立ち入りと上空飛行  

シレフ岬には、繁殖シーズン（11月 1日 ~3月 31日）には広範囲にアシカ亜目と海

鳥が存在するため、この期間の航空機による立ち入りは極力避けるべきである。

可能であるなら、小型船舶を用いることが望ましい。航空機立ち入りと上空飛行

に対する制限は11月 1日 ~3月 31日に適用され、航空機の立ち入りと操縦に関し

ては次の条件を厳格に順守すること。  

(1) ヘリコプター立ち入り区域を経由し指定された発着場へ移動する場合と、そ

の他許可証によって許可されている場合を除き、航空機は南極特別保護地区

の境界線（地図２）から、上空 2000フィート(~610m)を水平に飛行することが推奨

される。  

(2) 制限区域上の上空飛行は2000フィート(~610m)以下では許可証によって許

可されている場合を除き禁止されている。その区域は62°28 ' Sより北及び62°29 ' 

Sより北、60°48' Wより西の一帯で（地図２）、地区で最も野生動物の密度が高い

地域である。  

(3) ヘリコプターの発着は２つの指定された地点で可能である（地図２）。地点と

その座標については以下の通り  

 (A) 平坦な地面の小さな区域、コンドー丘の頂上 (50m, or ~150ft)の北

西 150m以内 (62°46 '27"S, 60°28 '17"W)。大概の場合こちらを用いることが推奨

される。  

 (B) アンチョ通り(25m)の平坦で開けた場所。コンドー丘とセルクナム丘の

間に位置する(62°46 '48"S, 60°28 '16"W)。  

(4) 本地区への航空機を用いた立ち入りは可能な限りヘリコプター立ち入り区

域を使用すること。ヘリコプター立ち入り区域はリビングストン島の永久氷冠から

北、1200m (~ 0.65 n.  mi.)半島の尾根に沿ってセルクナム丘までの範囲を含む。

ヘリコプター立ち入り区域はそこから東へ300m  (~0.15 n. mi)、アンチョ通りの

発着場Bまで広がり、さらに400m (~0.23 n.  mi)東、ヘリコプター発着場A近くのコ

ンドー丘頂上までを含む (標高  50m, ~150フィート)。航空機はコンドー丘の東側

にある小屋や浜の上空飛行は避けること。  

(5)ヘリコプター立ち入り区域への進入方向は、リビングストン島永久氷冠を横切

り南から、バークレー湾の方向である南西から、またはヒーロー湾の方向である南

東からが推奨される（地図１、地図２）。  

(6) シレフ岬、特に永久氷冠周辺では下層雲が覆っていることがある。これにより

上空から雪／氷の地面を判別することが難しい場合がある。立ち入りガイドライン
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に従うため、航空機接近の前に地域の状況を知らされた地上の職員は、リビング

ストン島永久氷冠の接近区域上空の最低雲底がAMSL150m (500フィート)  の

場合には注意する必要がある。  

(7) 安全性確保のため以外の場合に発煙筒を使用して風向きを示すことは地

区では禁止されている。使用した発煙筒は回収すること。  

 

車両の立ち入りと使用  

陸上では、地区の境界線まで車両を用いてもよい。海上では、地区内の海岸ま

で用いることができる。車両の使用は、以下の、雪に覆われた地上部分のみにお

いて許可されている：  

・モドゥーロ浜とチリ／アメリカキャンプ施設の間の海岸域；および  

・鳥類保護／緊急用小屋の毎年の補給を支援するための指定経路による場合

（地図３）。この場合も、足下の土壌と植生に対するかく乱を最尐とするために、

特定のシーズンにおいて11月 15日までの場合であって全経路が深さ40cmの雪

に覆われている場合に限る(Felix & Raynolds 1989)。11月 15日より後の訪問の

際は、オットセイのメスの成獣への干渉の可能性があるため注意を要する。１シー

ズンにおける緊急用小屋への車両による補給は２回までとする。車両の使用が

土壌と植生に損害を与えていることを示す証拠の有無を調査するため、雪解け

期に経路の調査を行う。何らかの損害が発覚した場合、補給のための車両の使

用は同ポリシーの見直しが済むまで停止される。地区内のその他の場所では車

両の使用は禁止されている。  

 

徒歩での立ち入りと地区内の移動  

上記の例外的な車両の使用を除き、地区内は徒歩で移動しなければならない。

航空機、船舶、車両のパイロットや乗務員、他の人々は、許可証に許可されてい

る場合を除き、発着場と施設の近辺を超えて徒歩で移動することは禁じられてい

る。訪問者は植物相、動物相、土壌への干渉を最小にするよう注意して移動し、

できる限り雪や岩上を歩くこと。ただし地衣類を傷つけないよう注意すること。徒

歩での移動は許可された目的に対し必要最小限であり、影響を最小限にする

努力がなされなければならない。  

 

7(ii i)本地区内で実施される活動及びそれらの時空間的制限  

・本地区の科学的価値に危害を与えない科学的研究。特にCEMPに関連した

研究。  

・モニタリングを含む必要不可欠な管理活動  

・本地区以外では実施できない、教育目的のための活動（ドキュメンタリー記録

（写真、音声、文書）または教育資源やサービスのための作品）  

・本地区にある歴史的資源の保全や保護活動  

・本地区の価値に損害を与えない考古学的研究  

 

7(iv) 建造物の設置、改築又は除去  

・許可証に記載されている場合を除き、いかなる建造物の建築も禁止されている  

・主なキャンプ施設は既存のチリとアメリカフィールドキャンプ（地図３）の200mの

範囲でなければならない。一時的な小さな避難場所、隠れ場所、遮蔽物は、動
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物相の科学的研究を行うにあたり設置してもよい。  

・全ての建造物や科学装置、標識は、許可証によって許可され、所属国と調査

者の名前、設置年を明記しなければならない。このような物品は地区の動物相に

与える損害または汚染を最小にする物質でできていること。  

・サイト選定を含めた機器の設置、メンテナンス、改良、撤去は植物相と動物相

への干渉を最小限にする方法で行われ、繁殖シーズン（11月 1日 ~3月 31日）は

避けることが推奨される。  

・許可証の期限がきれた建造物、装置、避難場所、マーカーの撤去は許可証を

発行した当局の責任でおこなわれ、許可証の条件に含まれなければならない。  

 

7(v)フィールドキャンプの位置  

キャンプはシレフ岬半島の東海岸にあるチリとアメリカのフィールドキャンプの

200m以内の範囲で許可されている（地図３）。一時的なキャンプがヤマナ浜の北

端で許可されており、これはサンテルモ小島群でのフィールドワークを円滑に行う

ためである（地図３）。アメリカの鳥類観察小屋がエンリケ丘の北側斜面にあり

(60°47 '28",   W62°27 '41" S)、研究目的での一時的な滞在のために用いられる

ことがあるが、半永久的なキャンプとして用いられるべきではない。サンテルモ島で

のキャンプは計画の目的に沿った場合に認められている。推奨されるキャンプ地

は島の北側の海辺の南端である。本地区ではその他の場所でのキャンプは禁止

されている。  

 

7(v)地区内に持ち込むことのできる物質および生物に関する制限  

・いかなる生きた動物、植物、微生物も持ち込むことはできない。偶発的の侵入

に対しては以下の通り、事前防止策を講じなければならない。  

・シレフ岬とサンテルモ島の生態系と科学的価値を保存するため、訪問者は外

来種の持ち込みに特別な予防措置を講じなければならない。基地などの他の南

極地域や南極外からの病原菌、微生物、無脊椎動物、植物の侵入が懸念され

る。訪問者は地区に持ち込むサンプリング道具やマーカーを洗浄しなければなら

ない。可能な限り、本地区で使用する靴および器具（バックパック、キャリーバッグ、

テントを含む）は地区に持ち込む前に入念に洗浄しなければならない。  

・調理加工された家禽製品は地区へ持ち込む前に病原菌や感染症を含んでい

ないこと。もし食料として持ち込む場合は家禽製品の全ての部分と廃棄物は完

全に地区から持ち出すか、焼却処分または十分に煮沸消毒をして、バクテリアや

ウィルスを完全に除去すること。  

・いかなる除草剤、殺虫剤も持ち込んではならない。  

・放射線核種や安定同位体（これらは許可証に明記された科学的あるいは管理

の目的で持ち込まれる可能性がある）を含むその他のあらゆる化学物質は、許

可証が発給された活動の終了時または終了前に本地区から撤去されるべきであ

る。  

・燃料、食料や他の物品は、活動に関連するやむを得ない状況で許可証が発

給された場合を除き、本地区に保管することはできない。  

・すべての物資の持ちこみは期限付きでなければならず、定められた期間の終了

時または終了前に撤去されなければならない。また、保管や取り扱いは環境への

導入リスクを最小にするよう配慮しなければならない。  
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・本地区の価値を損ねる恐れがあり、その物質をその場所に放置しておくことが

除去の影響よりも大きい場合、その物質はその場から除去してもよい。  

 

7(vii)在来の植物および動物の採取又はこれらに対する有害な干渉  

南極環境保護議定書の付属書 II条項 3に従い、適切な国内当局によってその

目的のために別途発行された許可証を持たない限り、在来の植物相と動物相

の採取またはそれらに対する有害な干渉は禁じられている。地区内で進行中の

CEMP研究プログラムは、他の許可証で動物への有害な干渉や採取が認められ

る際には事前に相談を受けなければならない。  

 

7(viii)  許可証の所持者によって本地区に持ち込まれた以外の物の収集および

撤去  

・許可証に沿う場合のみ物質を採取・撤去することができるが、科学的にあるい

は管理上で最小限必要なものに限る。  

・本地区の価値を損なう可能性のあるヒト由来の物質で、許可証の所持者や許

可された人物、当局が持ち込んだものではなく、明らかに歴史価値のない場合、

それを撤去することが放置するよりも大きな害をもたらさない限り、これらのものを

その場所から撤去することができる。その地域からの撤去による影響が放置する

よりも大きい可能性がある場合、国内当局に報告され承認を受けなければならな

い。  

・重要な考古学的、歴史的、遺跡的価値がある可能性の物品は、かき乱す、損

害を与える、取り除く、破壊するといった行為は禁止されている。このような人工

物は記録され、適切な当局に通知され、保存または除去の決定を得なければな

らない。保存、保護、歴史的正確さの復元といった目的のための移動や除去は

許可証によって許可される。  

・許可証保持者によって持ち込まれた物以外の物品を地区から除去する場合、

適切な国内当局に通知しなければならない。  

 

7(iｘ)  廃棄物の処分  

人間の廃棄物と家庭用の液状廃棄物以外の全ての廃棄物は地区から取り除

かれなければならない。人間の廃棄物と家庭用の液状廃棄物は地区から除去

するか、海に廃棄する。  

 

7(x)管理計画の目的の達成が継続されることを確保するために必要な措置  

(1) 地区への立ち入り許可証は生物学的モニタリングや現地査察活動を行う場

合に発給される。これにはデータ収集及び分析や見直しのための尐量のサンプリ

ングが含まれる場合がある。  

(2) 長期モニタリング用の特定のサイトは適切に示されること。  

(3) 長期の研究やモニタリング活動への干渉や重複を避けるため、本地区での

新しい計画は開始前に進行中プログラム（例：チリやアメリカのプログラム）と相談

を行う必要がある。  

(4) 地質サンプリングは恒久的累積的な影響を与えるため、地質サンプルを採

取する訪問者は地質タイプ、量、位置を明記した記録を準備する必要がある。

それらは最低でもNational Antarctic Data Centreまたは南極マスターディレクトリ



） 

ーに提出されるべきである。  

 

7(xi) 報告に関する必要事項  

・締約国は許可証の代表保持者が、実施した活動について適切な国内当局に

報告書を提出することを確約する。この報告書には必要に応じ、南極特別保護

地区管理計画準備ガイドラインに記載された訪問報告書が示す事項を含むよう

にする。  

・締約国はこれらの活動の記録を保管し、自国の管轄対象者が行った活動につ

いて管理計画の効果を評価するに足る内容の要約を毎年の情報交換の中で

提供すべきである。締約国は可能な限り、報告書の原本あるいはコピーを公開

可能な文書保管所に保管し、管理計画の見直しおよび本地区の科学的活動を

行うに際し役立てられるようにする。  

・適切な当局は、許可証で許可されていないいかなる活動／措置の実施、また、

持ち込まれた物品のうち除去されていないものがある場合は必ず報告を受けなけ

ればならない。  
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